
かのんともっくが、 ５００円玉を持って買い物に行きました。 １２０円の
ジュースと１７０円のおかしを１つずつ買うと、 おつりはいくらでしょう。

１

計算しよう。 ２

かのんの考え

５００－１２０＝３８０
３８０－１７０＝２１０
　
　　　　答え　２１０円

もっくの考え

１２０＋１７０＝２９０
５００－２９０＝２１０
　
　　　　答え　２１０円

①かのんの考えを、 １つの式に表しましょう。 

②もっくの考えを、 １つの式に表しましょう。

＝２１０

持っていたお金 代金 ＝ おつり －

－５００ （ ）＝２１０

ジュースとおかしの代金をひとまとまりと見ると、（　）を使って
１つの式に表せるよ。
（　）のある式では、（　）の中をひとまとまりとみて先に計算します。

①７００－（２４０＋８０）＝ ②１０００－（８００－１５０）＝

③８００－（２９０＋４０）＝ ④５００＋（４００－７０）＝

年　　　組　　番

名前

計算のきまり

     計算のきまり①

4-9-1

５００－１２０－１７０

１２０＋１７０

３８０ ３５０

４７０ ８３０



１ １人に、 １２０円のハンバーガーと８０円のジュースを１つずつ買います。
１０００円では何人分買えますか。 １つの式に表し、 答えを求めましょう。

２ 計算しましょう。 

式 

答え 

持っているお金 ÷ １人分のねだん 何人分 ＝ 

① ９００÷ （１４＋１６） ＝ 

② （４００＋２００） ÷３０ ＝ 

③ １１× （６４－５６） ＝ 

④ （２４０－９０） ×３＝

年　　　組　　番

名前

4-9-2

計算のきまり

     計算のきまり②

１０００÷ （１２０＋８０）＝５

５人分

３０

２０

８８

４５０



計算のきまり

      計算のきまり③

次の問題を、それぞれ１つの式に表して答えを求めましょう。

①　１まい30円の工作用紙を５まい買って、200円を出しました。

     おつりはいくらですか。

計算をしましょう。

式の中のかけ算やわり算は、 
（　）がなくてもたし算やひき算より 

先に計算するよ 

答え 

式 

①　１０＋１２×５　＝

１

②　２００－５０÷２ ＝

２

③　１５０＋２０×６　＝ ④　５００＋４４０÷２　＝

②　２まいで900円のハンカチを１まい買って、1000円札を出しました。

     おつりはいくらですか。

答え 

式 

年　　　組　　番

名前

4-9-3

２００－３０×５＝５０

１０００－９００÷２＝５５０

５０円

５５０円

７０ １７５

２７０ ７２０

さ つ



年　　　組　　番

名前

4-9-4

計算のきまり

　　計算のきまり④

50円の切手を３まいと、80円の切手を５まい買いました。代金は全部で
いくらでしょうか。１つの式に表して答えを求めしょう。

計算しましょう。 

式 

答え 

(  ) を使わない
で１つの式に
表せるね。 

　　計算のじゅんじょ
☆ふつうは、左から順に計算します。
★(　　)　があるときは、　(　　)の中を先に計算します。
☆＋、－と×、÷がまざっているときは、×、÷を先に計算します。

 20×５＋７×８＝

　７×７－６÷２ ＝

９－１６÷４×２＝

 ５×（９－６÷３）＝

（６×６－６）÷３＝

８×（７－２）÷４＝

１ １ 

２ ２ 

1 1 

2 2 

3 3 

4 4 

5 5 

6 6 

5 0 × 3 ＋ 8 0 × 5 ＝ 5 5 0

5 5 0 円

1 5 6

4 6

1

3 5

1 0

1 0



計算のきまり

　　 計算のきまり⑤

１ 

ましょう。 

計算には、 いろいろなきまりがあります。 　　　にあてはまる数を入れ 

２ くふうして計算しましょう。

４７＋１５＋２３＝①

３.８＋５２＋６.２＝②

年　　　組　　番 
 

名前 

4-9-5

１４＋８２＝８２＋ ① ６×２４＝２４×②

１６＋４＋３６＝　　　　＋（４＋３６）③

１８×４×２５＝　　　　× （４×２５）④

１２×６＋６８×６＝（１２＋６８） ×⑤

６×２４×５＝③

１０６×７＝④

２つの数を入れかえ

て計算しても答えは

同じだよ。

３つの数のたし算やかけ

算では、はじめの２つの

数を先に計算しても、あ

との２つの数を先に計算

しても答えは同じだね。

まとめてかけても、べつ

べつにかけて計算しても

答えは同じだね。

９８×４＝⑤

1 4

1 6

1 8

6

6

( 4 7 ＋ 2 3 ) ＋ 1 5 ＝ 8 5

( 3 . 8 ＋ 6 . 2 ) ＋ 5 2 ＝ 6 2

( 6 × 5 ) × 2 4 ＝ 7 2 0

1 0 0 × 7 ＋ 6 × 7 ＝ 7 4 2

1 0 0 × 4 － 2 × 4 ＝ 3 9 2



計算のきまり

　　 計算のきまり⑥

１ ２×８をもとにして、 次のかけ算の積を求めましょう。

２ ８×７＝５６をもとにして、 次のかけ算の積を求めましょう。

８０×７① ８×７０②

年　　　組　　番 
 

名前 

4-9-6

２×８０＝　　　　×１０①

８×１４③ １６×７④

かけ算では、かける数が
１０倍になると、

積も　　　　倍になるね。

×１０＝

＝

２０×８０＝２×１０×８×１０①

×＝

＝

　　　　　＝　　　　　×　　　　　　

かけ算では、かける数と、
かけられる数それぞれが
１０倍になると、

積は　　　　　　倍になるね。
　

２×８

　　　　　２×８　　　１０×１０

↓ ↓
↓
16

1 6 0 1 6 1 0 0

1 6 0 0

1 0

1 0 0

＝ 5 6 0 ＝ 5 6 0

＝ ８× ７× ２
＝ 1 1 2

＝ ２× ８× ７
＝ 1 1 2



年　　　組　　番

名前

4-9-7

計算のきまり

　　計算のきまり⑦

４　　　３　　　２　　　１　＝　０ ４×（３－２－１）　＝　０ 

４　　　３　　　２　　　１　＝　１ 

４　　　３　　　２　　　１　＝　２ 

４　　　３　　　２　　　１　＝　３ 

４　　　３　　　２　　　１　＝　４ 

４　　　３　　　２　　　１　＝　５ 

４　　　３　　　２　　　１　＝　６ 

４　　　３　　　２　　　１　＝　７ 

４　　　３　　　２　　　１　＝　８ 

４　　　３　　　２　　　１　＝　９ 

４、３、２、１の４つのかずがあります。　　　の中に　＋、－、×、÷　をあてはめて、

答えが０、１、２、……、９になる式を作りましょう。(    )を使ってもいいです。

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

( 例 )

(4-3)×(2-1)=1

(4-3)+2-1=2

(4-3)×2+1=3

4-3+2+1=4

4+3-2÷1=5

4+3-2+1=6

4×3÷2+1=7

4+3+2-1=8

4+3×2-1=9


